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　元素分析を行い、実際の組成式を確認した化合物は、核内受容体研究において分子設計した核内受容体機能制御剤もしくはその

合成中間体である。元素分析によって構造とともに純度を確認することで、合成中間体については、それを用いて標的化合物合成

を進めることができた。また、分子設計した標的化合物については、種々の生物検定に用いることで、生物活性を精査することが

できた。

　具体的には、ペンタスルファニル（SF5）基を疎水性構造として導入したレチノイド受容体リガンドを設計、合成した。昨年度

のレチノイン酸受容体リガンド研究をふまえ、もう一つのレチノイドの核内受容体であるレチノイドX受容体を標的とした化合物

を合成し、合成化合物の構造および純度を元素分析により確認した。これらの生物活性評価を行ったところ、比較的強いアゴニス

ト活性を有する化合物を同定した。

　また、ケイ素含有レチノイドとして、シラノール基を有する化合物を設計、合成した。合成化合物の構造および純度を元素分析

により確認した。本化合物の活性を評価したところ、適度なレチノイドX受容体アゴニスト活性を有しており、幾つかの化合物に

サブタイプ選択性が認められた。

分析に供した化合物は、核内受容体機能制御剤もしくはその合成中間体であり、それらを医薬化学研究に活かし、将来の創薬に繋

げる。
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